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 １．組織の概要

事業所名及び代表者名

　有限会社工藤住設工業

　代表取締役　工藤久茂

所在地

：〒385-0051 長野県佐久市中込2321番地2

：〒385-0051 長野県佐久市中込2330番地3

環境管理責任者・連絡先

　代表取締役　　工藤久茂

　TEL：0267-62-4514

　FAX：0267-62-4514

　   E-mail： jimu-2@kudo-ltd.co.jp

   Home page： http://kudo-ltd.co.jp

事業の概要

　建設業に関する許可 長野県指令2建政第2-249号

長野県知事　許可（般-2）第12858号

事業規模

2,000 万円

702 ㎥

1022.86 ㎡

8 名

167.8 百万円 （2022年度）

　　８月１日～　７月３１日

　

社会貢献活動 ・建設業防災協定締結

・佐久市消防団協力認定事業所

・佐久管工事組合緊急時災害等応援協定締結

・産業廃棄物３R実践協定締結【４資第60-2号】（令和4年5月20日）

・長野県SDGｓ推進企業登録　第13期（令和4年7月29日）
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事 業 所 名

代 表 者 氏 名

責 任 者

連 絡 先

第 2 倉 庫

本 社 ・ 資 材 置 場

許 可 番 号

許 可 年 月 日

舗装工事業

土木工事業

石工事業

令和2年10月27日

水道施設工事業

とび・土工工事業

管工事業

建 設 業 の 種 類

従 業 員

売 上 高

事 業 年 度

創 業

資 本 金

本 社 敷 地 面 積

第 2 倉 庫 面 積

しゅんせつ工事業

昭和57年11月26日



 2．対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

対象範囲（認証・登録範囲）

・本社　資材置場　（佐久市中込2321番地2）

・第2倉庫　　　　（佐久市中込2330番地3)

水道施設工事業、管工事業、土木工事業、とび・土工工事業

石工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業

2022年８月１日～2023年７月31日

2023年 　9 月  7日

渡辺　亜子香

　

対 象 事 業

レ ポ ー ト の 対 象 期 間

環境経営レポートの発行日

作 成 責 任 者
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3.環境管理実施体制

役割・責任・権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

・ システムの構築/運用及び管理に必要な資源を用意する。

・ 環境経営方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施する。

・ 構築・運用状況を監視、実施、管理する。

・ 推進委員会を定期的に開催し、活動内容と問題点の確認と改善を指示する。

・ 法規制等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする。

・ 環境経営目標を設定し、環境経営活動計画を確認し承認する。

・ 問題点の是正/予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。

・ 環境経営管理責任者の補佐、推進委員会の事務局。

・ 環境経営への負荷の自己チェック及び環境経営への取組の自己チェック原案の作成。

・ 環境経営目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境経営活動レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・ 自部門に関連する環境経営目標及び環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告｡

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理。

・ 緊急事態への対応のためのテスト/訓練の実施と記録。

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・ 環境経営方針、環境経営目標を基本に定められた活動計画に従い業務を遂行する。

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案並びに実行

・ 異常時、緊急事態発生時の報告

・ 各活動への積極的な参加と改善案の提案
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 4.環境経営方針

［会社理念］

行っています。事業活動をする上で、環境への影響を考え持続可能で豊かな自然を保全し、

　

［方針］

1. 環境関連の法令、条例及びその他の協定事項を遵守します。

  ２. 省エネルギーに努め、二酸化炭素排出量の削減に取組みます。

(１)電気使用量の削減

(２)車両燃料使用量の削減

(３)冷暖房用ガスの使用量の削減

  ３. 廃棄物の削減に取組みます。

(１)廃棄物の分別徹底により排出削減

(２)建設資材（残土）の再利用・再使用化をはかる

  ４. 節水に努め、水使用量の削減に取組みます。

  ５. 環境に配慮した提案、設計、施工に取組みます。

６. 環境経営の継続的改善を誓約する。

制定日：2011年４月１日

改定日：2023年9月1日
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有限会社 工藤住設工業

代表取締役　工藤久茂

　有限会社工藤住設工業は、公共施設や一般住宅の管工事・水道施設工事・土木工事等を

企業活動を継続していく上で、今後とも環境に十分配慮して取組を進めてまいります。

次の世代に残していくために、全知全能で社員は自主的・積極的に工事に取り組みます。



2022年度目標と実績 対象期間：2022/8/1～2023/7/31

2021 2020

実績 実績

53,251 67,101 〇

5,651 5,846 〇

5,778 7,011 〇

13,566 17,613 〇

1,180 1,208 〇

145 134 △

109,574 121,970 〇

121 135 〇

1.　電力のCO2排出係数　中部電力　2021年度　0.449kg-CO2/ｋＷｈ

2.　電気使用量の削減（３年連続増えていた為、特に注意）

3.　環境配慮の為、再資源化資材の使用（工事に使用する重機は低騒音型、第3次排出ガス対策型）

【環境目標達成状況に関するコメント】

　＊電気使用量・・・前年度よりトータルで13.3％の削減ができた。CO2排出量は8％削減できた

　＊燃料使用量・・・前年度よりガソリン15％削減、軽油5％削減、都市ガス15％削減できた

　＊環境配慮工事・・・

２０２２年度
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117.9

199,061.1

130.6

３回以上/年

116.6

197,008.9

129.2

３回以上/年

119.1

201,113.2

131.9

３回/年

産業廃棄物排出量

㎥

３回以上/年

205,217.6

134.6

CO2排出量 kg-CO2 65,093.0 49,218.95

64,435.5 63,777.9

5,682.3

6,994.7

16,050.5

1,195.0

63,120.4

5,623.7

6,922.6

15,885.0

1,182.71,207.4

5,740.8

7,066.8

16,216.0

7,211.0

16,546.9

kWh

L

CO2排出量

1,232.0

121.5

L

㎥

kg 一般廃棄物排出量

   　　5．環境経営目標（中長期目標と2022年度実績）

項目（総量） 単位
2022年度目標
基準値より-10％

2022
評価実績

中長期目標（2023年～2025年度）５期

項目（総量） 単位
基準値

2019～2021平均
２０２3年度

目標
２０２4年度

目標
２０２5年度

目標

用水使用量

活動の推進
会社周辺美化活動

電力使用量

ガソリン

軽油

都市ガス

kg-CO2

kg 

65,750.5

5,858.0

電力使用量 kWh 5,799.4 5,098.00

ガソリン L 7,138.9 4,936.46

軽油 L 16,381.4 12,909.52

都市ガス ㎥ 1,219.7 1,005.00

一般廃棄物排出量 kg 120.3 120.70

産業廃棄物排出量 kg 203,165.0 144,670

用水使用量 ㎥ 133.3 90.00

、再生合材（全体の92％　前年度より４％マイナス）となった

今年度、現場での使用率は、再生砕石（全体の89％　前年度同様）

活動の推進
会社周辺美化活動 ３回/年 3回 3回

　燃料でのCO2排出量は、35％の削減ができた



6.環境経営計画（取組結果とその評価、次年度計画を含む）

評価 次年度計画

・照明のLED化 〇

・昼休み６０分間の節電（消灯） 〇

〇

・待機電気機器のスイッチ節電 〇

・窓を開けて常に換気する。 〇

・社有車の低燃費車優先使用 〇

〇

・アイドリングストップの徹底 〇

・現場までの移動は２名で１台使用 〇

・省エネ・排出ガス対策型建設機械の使用 〇

・床暖房使用範囲にいない箇所は消す。 〇

〇

・分別保管の徹底（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ｱﾙﾐ、ｽﾁｰﾙ缶） 〇

・使用済みｺﾋﾟｰ用紙の裏紙使用、なるべく両面印刷 〇

・残土再生利用、再使用の促進 〇

・マニフェストによる適正管理 〇

・ゴミ箱周辺の清掃 〇

・各箇所に節水ラベル貼付 〇

・使用頻度、使用量の削減 〇

・井戸水の利用 〇

・リサイクルインク、グリーンマーク商品の使用 〇

〇

・リサイクルペーパーの使用 〇

・会社周辺美化活動 〇

・再生資材の使用（砕石等） 〇

・残土処理、再利用促進 〇

・低騒音型、第３次排出ガス対策型機械の使用 〇

・建設業防災協定締結

・佐久市消防団協力認定事業所（重機等提供）

・佐久管工事組合緊急時災害応援協定締結

・長野県３R実践協定締結
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よくできた

そ
の
他

・外作業や、現場での作業時に必要
な水は、可能な限り、井戸水を使用
する。

・会社及び資材置き場の環境整備
・会社周りの草刈り
・環境配慮型建設機械の導入
・アイドリングストップの徹底

水
使
用
量
の

削
減

環
境
に
配
慮
す
る

・グリーン商品の検索購入
・環境配慮製品の提案・工事・購入
をする
・リサイクルインク使用

・省エネや節水等の器具、材料を使用（修繕の依頼の場合も含め）

再生砕石、再生合材
の使用率88％～92％
現場での打合せによ
り、資源の無駄を省
くことができた

・災害時等に資機材等を消防団に提
供し協力する。
・人々が人間らしく生きるために
17のゴールを目指す努力をする。
『7』と『11』

・長野県SDGｓ推進企業登録

・エアコンの温度設定冷房２８度、暖房２０度

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止）
・現場への移動を段取り良くし、無
駄な移動を削減する。
・低燃費車の導入。
・現場の状況にもよるが、なるべく
省エネ型建設機械を使用。

・個々に服装などで寒暖調節をとれる工夫をする

対象期間：2022/8/1～2023/7/31

廃
棄
物
排
出
量
の

削
減
・
再
資
源
化

マニフェストによる
排出、適正管理が定
着しているので、現
在の在庫を整理して
無駄な材料等を増や
さない

・3R実践協定に基づく取組を実行す
る
・リサイクル資源分別に取組む
・残土処理実行
・ｺﾋﾟｰ用紙、段ボールの再利用、リ
サイクル分別の徹底

燃
料
使
用
量
削
減

電
力
使
用
量
削
減

・照明機器をLEDﾗｲﾄへの変更済
・使用範囲にないエアコン、不要な照
明、OA機器の電源消灯の徹底ができた
・エアコン使用頻度の削減できた
・室外機ガスヒートポンプ点検、充
填、
　フロン点検完了（以上なし、器具入
替）

計 画 取組結果

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

・昼間の暖かい時間帯、日の当た
る時間は床暖房を切る
・服装等で個々に対策する

現状継続とさらに節電意
識を社員一同心掛ける

現場建設重機、車両
を効率よく、大型車
両は現場に置き必要
な時に動かす

現状継続（体調考
慮）



7.環境経営計画に基づき実施した結果（グラフ）

　　　【CO２排出量　ｋｇ-Co2】

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

76,899 67,101 53,250 49,219.0

　　　【エネルギー使用量】

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

電気（ｋWh） 6,077 5,846 5,651 5,098
ガソリン（L） 8,843 7,011 5,778 4,936
軽油（L） 18,461 17,613 13,566 12,909
都市ガス（㎥） 1,308 1,208 1,180 1,005
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7.環境経営計画に基づき実施した結果（グラフ）

　　　　【産業廃棄物排出量ｋｇ】

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

384,109 121,970 109,574 144,670.0
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・アルミ缶・スチール缶　分別 ・現場で出る廃プラスチック格納箱

・現場で出る廃プラスチック・陶器類　格納箱 ・現場で出る廃プラスチック・木材・ダンボール格納箱

・エアコンの温度設定/表示 ・節水ラベルの表示

・ｺﾋﾟｰ用紙の再利用（裏紙用保管）

＊廃棄物の分別と一時保管場所

＊事務所内

【取組内容】
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【取組内容】

*ひまわりの育成

残土の一次置き場を整備して、廃材を活用し囲いを作り種より　ひまわりを育てました。

＊残土再利用（建設現場にて、掘削後発生した土砂等を、重機で振るいをかける）

＊低騒音型重機・第３次基準値排出ガス対策型重機



承認 作成

登録簿更新日 2021/9/2

遵守評価日 2023/9/1

・委託基準：一廃収集業者の許可の確認 一般廃棄物 1回/年

・委託基準：産廃収集運搬・処理業者の
許可の確認、契約

再生契約 契約書

・保管基準

　　 60cm×60cm以上表示板 水銀含有廃棄物

　　飛散・浸透防止

　　衛生管理

・マニフェスト交付 適正な分別、処分

　　処分不可能な場合の通知
マニフェストの管理委託契約
書

騒音規制法
特定建設作業の実施の届出
（作業開始７日前までに市町村長に届出）

県条例による特定施設
・空圧機・送風機　3.7ｋW以
上
・空調機　7.5ｋW以上

空圧機　3.7ｋW　2
台
空調機　15ｋＷ　3
台

遵守

水質汚濁防止法

・特定施設の設備の届出
・特定施設の構造等の変更の届出
・事業所排出口における排水基準に適合
しない排出水の排出制限

定期報告書 洗浄設備
事務・
現場

遵守

フロン排出抑制法

（フロン回収破壊法、地球温暖化防止
法）
・回収業者（佐久市：光和建設）
・業務用エアコンの適正な管理

・廃棄・故障修理時
・すべての機器に３か月毎の
簡易点検、圧縮機電動機定格
出力　7.5ｋW以上　50ｋW未
満の3年に1回の定期点検の実
施

業務用エアコ
ン

３か月に1回
の簡易点検

許可業
者

遵守

家電リサイクル法
家電製品を破棄時に再利用できる箇所等
リサイクルによる資源有効活用の促進

引取業者に引き渡す
廃棄・故障修理
時
リサイクル券

許可業
者 遵守

自動車リサイクル
法

自動車に係る再生資源化（廃棄時にリサイク
ル、フロン回収等による資源活用の促進

引取業者に引き渡す
購入時（社有
車）
リサイクル券

許可業
者 遵守

グリーン購入法
環境物品等の調達の推進、関する情報、需要
の転換を促進する

年間通して出来る限りの製品等を選択するよう努める 遵守

道路交通法
・道路使用許可の届出
・長尺物の使用許可届出

関連工事毎
その都度

事務 遵守

（2）環境関連法規の違反、訴訟当の有無
　　　　
　　　　令和4年８月１日より令和5年7月31日まで、環境関連法規等への違反、訴訟及び

　　　　外部からの苦情・要望等はありませんでした。また、過去3年間の期間、行政からの指摘

　　　　関係者からの訴訟もありませんでんした
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渡辺

法規名 具体的内容 関連条例等による規制
該当する設備

事項
点検頻度・
測定時期

担当者 判定

特定建設作業の実施の届出
（作業開始７日前までに市町村長に届出）

県条例による特定施設
・走行クレーン　5ｔ以上

遵守

新設/変更時
異常音の日常管
理

遵守

建設リサイクル法
（建設工事に係る
資材の再資源化等
に関する法律）

8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無

工藤

事務

遵守

廃棄の処理及
び清掃に関す

る法律

事務 遵守

産業廃棄物
・木材チップ加工
品
・廃木材
・金属類・廃プラ
類・廃ガラス等）
・乾電池
・蛍光放電管

・契約書/許可証
につき1回/年

現場・
事務 遵守（分別/保管時の表示/委託先

確認）

・交付時
・毎年6月に年間
報告書を知事へ
提出

事務

振動規制法

遵守

資源の有効な利用
促進に関する法律
（リサイクル法）

コンクリートがら、アスファルト廃材、
土砂、木材等の減量化及びリサイクル

項目毎に、毎月
数値を表にして
確認

・建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体
等及び建設資材廃棄物の再資源化等費用
の低減努力
・建設資材廃棄物の再資源化により得ら
れた建設資材を使用する努力

対象建設工事の分別計画の届
出

項目毎に、毎月
数値を表にして
確認

事務



対象期間：2022/8/1～2023/7/31

【取組状況の評価結果】

対象期間内の環境関連法規等への違反、訴訟はありません。

対象期間内に特に問題はありません。 【環境経営目標・環境経営計画】

【目標・計画の達成状況】 【実施体制】
目標値

達成状況

計　画

達成状況

〇 〇

〇 〇

〇 〇 【総括】

〇 〇

× 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

　 2023年9月5日

　　有限会社工藤住設工業

　　　代表取締役 工藤　久茂

　常に状況を確認し判断しながら決定していく。

  （環境関連法規等の遵守状況・問題点の是処置及び予防処置の状況等）

9.代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示

①　環境関連法規等の遵守状況

②　問題点の是正処置及び予防処置の状況

③　前回までの代表者の指示事項への対応

環境関連法規等の動向　他

第４期（2020～2022）燃料や合材、砕石など価

格高騰し、数量でみれば削減出来ていても、料

金は上がっている状況ではあるが、CO2排出量

は削減傾向にある。

今年度更新から、基準値を直近３年間の平均に

変更。２期、３期は電力・燃料使用量が削減で

きずいたが、４期（CO2排出量・電力使用量・

燃料使用量）のそれぞれ削減でき、8％から

35％であった。産業廃棄物排出量は、受注工事

内容により変動増加している。

再生合材の使用率92％・再生砕石の使用率88％

変更必要性　□　有　　☑　無

見直しに必要な情報 代表者による見直し

【環境経営方針】

変更必要性　□　有　　☑　無

【コメント】

　方針に沿い、地域の環境を守り、課題とチャンスを踏ま

え引続き保全活動に取組む。

【コメント】

売上が毎年違い工事内容の違いもある為、数値比較は難し

が今後も方針に添い引き続き取組を継続する

目標項目
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今年度は、電力・燃料・CO2排出量が1％～15％削減するこ

とが

できた。

社会貢献活動 会社周りの美化活動等

水使用量 事務所内

環境配慮工事 使用材料、製品等

燃料使用量削減 ガソリン・軽油・都市ガス

一般廃棄物排出量削減 事務所内ｺﾋﾟｰ用紙、他

外部コミュニケーション記録

　2022.8.1～2023.7.31　特に苦情なし

産業廃棄物排出量削減 コンクリートガラ、ASがら、廃プラ

変更必要性　□　有　　☑　無

CO2排出量削減 電力・燃料 【コメント】

引き続き現在の体制で取り組む
電力使用量削減 事務所・置場・倉庫


